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平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災
は岩手、宮城、福島県などに未曾有の大被害
をもたらした。一泉同窓会は５月の代表委員
会で目に見えるような復興支援活動に取り組
むことを決め、「被災地医療施設支援事業」
と銘打った義援金募集を開始した。その後、
民間企業６社の応援も得て、７月中旬に宮城
県石巻市民病院眼科仮診療室と患者待合室を
完成させた。同窓会が被災地支援に立ち上が
ったのは珍しく新聞やテレビで報道され、全
国的に話題となった。
同窓生から寄せられた義援金は２４年２月末
で１，４４０，３８１円に上った。このうち仮診療室

建設と第
２弾の調査費として９４万円を拠出した。一泉
同窓会では第２弾の支援事業について石川県
健康福祉課などと相談しており、同窓生の善
意の義援金をさらに募っている。

亀山石巻市長から感謝状

震災被災地の医療施設支援は関東在住の一
級建築士・堀誠さん（泉丘２６期）と寺崎悠真さ
ん（同４９期）、マーケッティングコンサルタン
ト・池田真一さん（同２６期）が提案した。３人
は金沢工大（泉屋利郎理事長・同１４期）と加
賀市のジャパンドームハウス�が共同開発す
るドームハウス（短工期・耐震・断熱性に優
れる）に着目、同窓会の後押しもあって工大
の支援とドームハウス２棟の無償提供を得た。
一方、石巻市民病院は津波で建物１階が甚
大な被害を受けた。石川県の紹介でドームハ
ウスは、２階に有って診療器具が残った眼科
診療室と待合室に利用されることになり、６
月中旬から同病院駐車場で建設工事が始まっ
た。７月４日には一泉同窓会の清水義博会長
（同２２期）が現地を訪れ、亀山紘石巻市長も
出席して引き渡し式を行った。亀山市長から
は一泉同窓会に感謝状が贈られた。完成した
診療室は７月１５日から使用され、石巻市民に
大きな喜びと希望を与え、この様子は新聞や
テレビで全国に伝えられた。
（２頁に義援金の詳報と民間企業の協力内容）
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初の千人超えで心一つに
創立１１８周年の一泉同窓会

創立１１８周年記念・平成２３年度の一泉同窓
会総会と懇親会が創立記念日の１０月１５日、金
沢駅前のANAクラウンプラザホテルで開か
れた。今年の主幹事・泉丘３０期が打ち出した
テーマは「心はひとつ ニッポン そして一
泉同窓会 泉夜一夜物語」。千人参加を目標
に早くから準備に入ったのが実り、過去最高
の１，０２５人。ロビーにまであふれた９０代の一
中４６期から２０代前半の泉丘６１期までが一つに
なって母校の発展に尽くすと共に、東日本大
震災の復興に向け力を合わせることを誓い合
った。
総会では清水義博会長（泉丘２２期）があい

さつ、村澤勉校長（同２３期）が母校の近況を
報告した。続いて中山一郎事務局長（同１０期）
が２年後の母校創立１２０周年に向け「記念事
業実行委員会」がスタートしたことを発表、

あいさつに立った深山彬実行委員長（同１１
期）が後輩たちの教育環境充実のため約２，５００
万円の記念事業を計画しているとして、募金
による資金協力を呼びかけた。
懇親会は爽やかなオープニングムービーで
幕を開けた。３０期の美本昌文君と山本孝代さ
んが司会を務め、蚊谷八郎前会長（同１４期）
の乾杯の音頭で酒宴に入った。３０期の小原繁
実行委員長ら３０人による創作太鼓「一泉
BEAT」＝写真＝、楽しく１１８周年の歴史が
学べる「一中・泉丘検定」、「懐かしの旧校
舎」、「在校生ライフムービー」などが数カ
所に設けられたスクリーンに映し出され、手
作り同窓会の感激の中で全員がそれぞれの高
校生時代へタイムスリップしたかのよう。そ
んな中で応援歌、一中・泉丘の両校歌を大合
唱、３０期が舞台に上がり小原委員長がお礼の
あいさつ、来期を引き受ける３１期の柿本和久
委員長が決意表明した。
最後に林隆信副会長（同２２期）から紹介さ
れた山野之義金沢市長（同３２期）が一泉同窓
生の誇りを持って市政運営に当たると述べ、
渋谷亮治元会長（一中５４期）の３本締めで名
残を惜しんでの散会となった。
なお、３０期は医療施設支援プロジェクトの
義援金５００円を含む一泉グッズ（一泉スポー
ツタオル、一中・泉丘検定本、一泉キーホル
ダーの３点セット）を８００個作り受付で販売
したが完売した。
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被災地医療
施 設 支 援 義援金と企業協力の内容

◆団体からの義援金 関東一泉同窓会（３０万円）、
関西一泉同窓会（３万６千９５５円）、松任一泉同窓

会（３万円）、泉丘高校図書委員会（１万円）◆各期からの義援金 泉丘８期（３万円）、同１０
期（３万円）、同１１期（３万円）、関東泉丘１２期（３万円）、泉丘１３期（３万円）、同１４期（１０万
円）、同１７期（１２万円）、同１８期（５万円）、同１９期（３万円）、同２２期（５万円）、同３０期（４１
万２千円）、関東泉丘３１期（２．５万円）◆個人からの義援金 一中５２期松田利三、泉丘２６期温井
伸、同佐々木純子、同閨谷譲、同本田幸弘、同小竹利夫、同２９期中村早苗（各１万円）、同２６
期窪田亨（５千円）、同池田真一（１万６千４１０円）、同大久保千恵（２万円）◆その他からの
義援金 （１万５千１６円）◆民間企業協力内容 ○ジャパンドームハウス（加賀市）ドームハ
ウス２棟提供○西建（山形市）現場施工工事○三谷産業コンストラクションズ（金沢市）エア
コン２台、流し台、洗面台、給湯器１台、換気扇提供○コマニー（小松市）可動式パーテーシ
ョン３台提供○シンコール（金沢市）床長尺シート工事、暗幕、カーテン
工事提供○イケダコーポレーション（大阪市）内装天然漆喰材料提供

１面に本記

（2） ２０１２．３．３１



しめやかに物故者慰霊祭
平成２３年度の一泉同窓会物故者慰霊祭が創
立記念日の１０月１５日午後、母校の厳霜碑前で
同窓生や学校関係者ら３０人が参列してしめや
かに営まれた＝写真＝。
石浦神社の長谷勝俊宮司が祝詞を奏上、清

水義博会長（泉丘２２期）、蚊谷八郎前会長（同
１４期）、村澤 勉校長（同２３期）、小原 繁今
年度一泉同窓会総会実行委員長（同３０期）ら

全員が順に玉ぐしを捧げて亡き師や級友の霊
を慰めた。今年も参列者の最年長は一中４３期
の中川松雄さん（９３歳）だった。
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３４０人が「一泉」の絆深める
関東で５３回目の総会・懇親会

首都圏在住の旧制金沢一中と泉丘高校出身
者の集い「第５３回関東一泉同窓会総会・懇親
会」が１０月２２日夜、東京・中央区のロイヤル
パークホテルで開かれた。今年の幹事期は泉
丘３２期。「一泉の絆を力に」をテーマにした
呼びかけに昭和１０年卒業の一中４２期から平成
２２年卒業の泉丘６２期までの３４０人が参加、東
日本大震災の復興と母校の発展に尽くすこと
を誓い合った＝写真＝。金沢からは清水義博
一泉同窓会会長（泉丘２２期）、村澤勉泉丘高
校校長（同２３期）ら６人が出席した。
熊田大史３２期代表幹事が開会を宣言、同期

の平野光彦君と山本智子さんが司会、新谷修
関東一泉同窓会会長（同１１期）が「出会いを
楽しみ絆を深めよう」とあいさつ、来賓の清
水一泉同窓会会長と村澤校長が祝辞を述べた。
懇親会では泉屋利郎一泉同窓会副会長（同

１４期）の発声で乾杯し、幹事として出席した
山野之義金沢市長は近況報告で北陸新幹線開

業に向けた支援を要請した。歓談の合間には、
１５日に開催された金沢での一泉同窓会に参加
した各期からのビデオレターの紹介や、テー
ブル対抗の一泉同窓会の一番当てゲーム、出
席者人数当てクイズの当選者発表があり、ふ
るさと金沢の土産品が渡された。
エンディングでは一中・泉丘の校歌を高ら
かに歌い、３３期への幹事引継ぎのあと、山岸
章関東一泉同窓会副会長（同１７期）の三本締
めで２時間半の楽しい出会いを終えた。

三馬一泉同志会が２３回目の集い

金沢市三馬地区の三馬一泉同志会第２３回総
会が６月２３日、地区内の割烹「夢太郎」で１１
人が出席して開かれた＝写真＝。
大西俊治会長（泉丘７期）があいさつ、
酒宴では一中の大先輩・八田與一技師が台湾
に造った烏山頭ダムや墓前際の様子、地域の
話題などで話しが盛り上がった。中島雄平さ
ん（同９期）の中締めしで散会した。

（北島敏男＝泉丘８期＝記）

地区同窓会だより
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長岡さん（一中
４３期）に感謝状贈る

関西一泉総会、貢献度称え

関西一泉同窓会の第３１回総会が６月１１日の
午後、大阪市中央区のパノラマスカイレスト
ラン・アサヒで９６人が出席して開かれた。金
沢から清水義博本部同窓会長（泉丘２２期）、
村澤勉校長（同２３期）、恩師の田村昌俊先生
（同６期）ら６人のほか、今秋の一泉同窓会
総会幹事期の泉丘３０期から小原繁実行委員長
ら７人が特別参加した。
菅野悦次君（同１９期）と辻本初枝さん（同

４期）が司会を務め、東日本大震災の犠牲者
に対し黙祷を捧げた後、片瀬貴文会長（一中
５５期）があいさつ、清水本部会長が祝辞を述
べ、今春就任した村澤校長も母校の現況報告
を兼ねてあいさつした。続いて同窓会への貢
献を称えて最年長の長岡寛厚さん（一中４３
期）に片瀬会長から感謝状が贈られた。また、
特別参加の小原実行委員長らがDVDを使っ
て秋の一泉総会への出席を呼びかけた。
懇親会は越沢晃さん（同５５期）の乾杯の音

頭で始まり、楽しい歓談の中に歌あり笑いあ
りで進み、恒例のラッキイプレゼントに一喜
一憂した。最後に一中、泉丘の両校歌を大合
唱＝写真＝、辻本副会長の中締めで２時間余
の宴を閉じた。今年も参加者全員に片瀬会長

から土産の松任の「あんころ」が渡された。
その後はいつものように北新地の「珠洲」
（松尾ゆきえさん経営＝通信１２期）で二次会
が行われ、もう一度盛り上がった。

新市誕生後も発展の力に
野々市一泉総会で誓い合う

平成２３年の野々市一泉同窓会が６月１１日、
同町の情報交流館カメリア２階のホールで開
かれた。２年に一度の開催で５６人が出席した。
同窓会本部から泉屋利郎副会長（泉丘１４期）、
母校から小浦寛教頭（同２９期）が来賓として
出席した。
田多野和彦事務局長（同１５期）が司会、総
会で魚野孝次郎会長（同５期）が「秋には野々
市市が誕生するが、会員は各所で市勢発展の
ため活躍されるよう期待したい」とあいさつ、
小浦教頭が母校の様子を報告した。
最初に泉丘の校歌を斉唱、最年少参加者・
上村康平君（同５９期）の乾杯の音頭で懇親会
が始まった。同じ地域の先輩と後輩、親友同
士の久しぶりの顔合わせに話が弾み、有志の

旗振りで「南征の調べ」など応援歌を歌い＝
写真＝、中村伸一郎副会長（同４期）の万歳
三唱で名残を惜しみながら散会した。
総会・懇親会に先立ち粟貴章町長（同３１
期）が「野々市町から野々市市へ」と題して
講演した。 （押田浩三＝泉丘３８期・記）

取締役
会 長 清水 義博�

�
一泉同窓会会長
泉 丘 ２２ 期

�
�

本社 金沢市泉３丁目１番６号 TEL０７６‐２４２‐３１７５ FAX０７６‐２４５‐３０１２
金沢・新潟・富山・福井・長岡・長野

北菱電興株式会社
取 締 役
相 談 役 小倉周一郎�

�
元一泉同窓会会長
泉 丘 ７ 期

�
�

代表取締役
社 長 小倉 一郎�

�泉 丘 ４０ 期��

本社 〒９２０－０３６２ 金沢市古府３丁目１２番地
TEL（０７６）２６９－８５００� FAX（０７６）２６９－８５０１
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９８人出席して３０周年祝う
松任一泉 女性会員が記念茶会

松任一泉同窓会の設立３０周年記念総会・懇
親会が１１月２７日、グランドホテル松任で開か
れ、参加した９０歳の一中４６期から２６歳の泉丘
５６期までの９８人が世代を超えて地域のさらな
る発展に尽くすことを誓い合った。会場では
女性会員による記念茶会が催され、出席者に
抹茶を振る舞って節目の総会を盛り立てた。
総会では福住孝会長（一中５７期）が「めで
たく３０周年を迎えられたのも林繁夫初代会長
（同４４期）、板尾達雄２代会長（同５４期）を
中心に一中・泉丘の卒業生が育んできた理念
のもと、互いに信頼し尊重し、心の絆を強く
してきた友情の賜物である。これからも心の
和を大切に次の一歩を踏み出そう」とあいさ
つした。この後、出席者全員で記念写真を撮
った＝写真＝。
「松任一泉」の特長は懇親会の前に記念講

演を聴くこと。今回は白山市在住の宮島昌克
金沢大学理工研究域教授（泉丘２７期）の「東
日本大震災から学ぶ」と題する講演を聴いた。
懇親会では来賓の清水義博一泉同窓会会長

（同２２期）が３０周年を祝福するとあいさつ、
母校の村澤勉校長（同２３期）も勉学や部活動

で活躍する後輩たちの姿を報告した。
続いて松任の役員や来賓による鏡割りが行
われ、中山幸昌松任一泉同窓会副会長（同９
期）の乾杯の音頭で酒宴に移った。恒例のビ
ンゴゲームなど和やかな雰囲気の中で時が進
み、最後に一中・泉丘の校歌を斉唱、福田裕
監事（同１８期）が中締めのあいさつに立ち「次
の１０年に向けみんなで協力して行こう」と呼
びかけ、再開を誓い合って散会した。

（松本雅治＝同４２期・記）

新人加え「光が丘一泉会」
５回目となる光が丘一泉会（９・９会）は
例年通り９月９日、近くの金沢國際ホテルで
開かれた。今年は新たに泉丘１３期の北清一さ
ん、横地昭果さん、村上哲さんが顔を見せ、
出席者は１９人となった＝写真＝。
最初に３人が自己紹介し、最長老の石田豊
さん（一中５１期）の乾杯の音頭で酒宴が始ま
った。ひとしきり高校時代の思い出や地域の
話題に花が咲いた後は、中野他喜夫さん（同
５２期）提案のカラオケ大会で一段と盛り上が
った。瞬く間に予定の２時間半が過ぎ、一中
・泉丘の両校歌を斉唱、源通さん（泉丘５期）
が中締めのあいさつをして散会した。

（畝村邦夫＝泉丘１１期・記）

株式会社 車多酒造
代表取締役 車 多 壽 郎（泉丘１１期）

取 締 役 車 多 寿 子（泉丘４０期）

白山市坊丸町６０‐１ TEL０７６‐２７５‐１１６５

特許・実用新案・意匠・商標 相談無料
米・欧・中・韓・東ア 各国特許事務所と提携

百万石特許事務所
代表弁理士 海 野 徹（泉丘４２期）

金沢事務所
〒９２０‐０２０１ 金沢市みずき１‐２３０
TEL（０７６）２２５‐８４３０ FAX（０７６）２２５‐８４３１
URL:http://100man-pat.jp

小松合同支所
〒９２３‐８５６６ 小松市園町ニ‐１
（小松商工会議所３階）
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一一中中・・泉泉丘丘 各各期期のの集集いい①①

◆金沢一中５０期が今年も同窓会開く
金沢一中５０期の同窓会が９月１５日、KKR
ホテル金沢で開かれた＝写真＝。２年前に亡
くなった西坂弥三郎幹事の「１年でも長く続
けよう」の言葉を守って今年も開催したが、
出席者はとうとう１０人になった。便りには本
人の病気はもとより、妻の看病・介護の文字
が多く見られ「欠席は残念！」と記されてい
た。
一中の校旗を飾った部屋で円形に座り、ま

ず亡き級友の冥福を祈って黙祷を捧げ、東京
から参加の浅井敏郎さんの乾杯の音頭で宴会
が始まった。酌み交わす杯の中で一人ひとり
にこの１年間の出来事や変化を話してもらっ
た。毎日の散歩で健康を維持、近くの同期生
４人で続けているのんびり旅行、趣味に生き
がいを感じている人など元気の源に励まされ
た。
校歌や応援歌を歌った後、金石の相撲大会

で同期の畠一平、高田外代次、南野清一の３
代表が少年の部で優勝し、みんなで金石往還
を凱旋した思い出話も出た。そんなこんなで
アッと言う間に２時間余が経った。後２年で
卒業７０年、それまで同窓会を続けたいもので
ある。 （太田重雄・記）

◆一中５１期・一櫻会が恒例の同窓会
金沢一中５１期・一櫻会は平成２３年度の同窓
会を５月２６日、金沢市大手町の「KKRホテ
ル金沢」１泊で開催した。参加者は関東２人、
関西３人、中部１人、地元１０人の総数１６人＝
写真＝で、いつものように中野利男君の司会
で始まった。
初めに１４１人の物故者に黙祷を捧げ、次い
で会員名簿の現況調査に対して寄せられた�
木繁君ら８人の礼状が紹介され、和田静夫君
の乾杯の音頭で懇親会に入った。会は終始和
やかに互いの再会の喜びを享受し合ながら進
んで、アッと言う間に予定の終了時間を迎え
た。まさに一刻値千金とも言える２時間余の
交流であった。最後は中野君のリードで校歌、
応援歌などを合唱し、宮野良雄君の一本締め
で閉会した。翌日は朝食後、自由解散した。
最後に同期の皆さんにお知らせしたいのは、
代表幹事の川原善一君が病床にあるのにもか
かわらず、「幹事の一員としてぜひ皆さんを

お迎えしたい」との強い気持ちで出席された
ことだ。参加者一同、川原君の「一櫻会や旧
友を思う一途な情熱と深い友情」に対し、各
位から彼への伝言依頼として「厚い謝辞」と
「早期回復を願う言葉」があったことを書き
添えておく。 （園部哲三・記）

院長 木 村 悟（泉丘２８期）

〒９２０‐０３４８ 金沢市松村４丁目４１２番地
TEL（０７６）２６６－１５１５

大型門扉のパイオニア

株式
会社 ハシモト門扉
代表取締役 雲野 泰自（泉丘２８期）

〒９２０‐０３５６ 石川県金沢市専光寺町そ８０番地２
TEL（０７６）２６６‐０１６１ FAX（０７６）２６６‐０１６２
http://www.hashimotomonpi.co.jp
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トピックス

◆泉丘６期喜寿同窓会に丁度７７人集う
泉丘６期・ふくせん会（会名は昭和２９年泉
丘卒業から）の喜寿（７７歳）を祝う同窓会が
６月２日、山中温泉「よしのや依緑園」で開
かれた。平成１６年の卒業５０周年同窓会以来７
年ぶりの開催で関東、関西地区からも駆け付
け男性４７人、女性３０人の喜寿にふさわしい７７
人の集いとなった。
まず記念写真を写したが＝写真＝、早くも

にぎやかなことこの上なし。宴会は元民放ア
ナウンサー・福田政博君の名司会で始まり、
これまた７７人の物故者の冥福を祈り、辻貞夫
会長が「久しぶりの同窓会だが、多くの皆さ
んの元気な顔が見られ嬉しく思う」と歓迎の
あいさつを述べ、関西代表の毛利雅樹君の乾
杯の音頭で酒宴となった。続いて関東代表の
高浪之雄君が関東ふくせん会の近況などを報
告した。
途中、同温泉芸妓による「山中節」の艶や

かな舞の披露があり、一段と盛り上がった。
ニックネームで呼び合い、いつものように高
校時代や恩師のこと、家族や自分の健康のこ
となど話題は尽きぬ様子だった。
旅館の計らいで会場を変えることなく大広

間でのカラオケも始まり、終宴を迎えたのは

４時間半後。校歌を高らかに歌い、村上信吉
副会長が「次は２年後の卒業６０周年と傘寿（８０
歳）を兼ねた同窓会だ。みんな元気で再会し
よう」と締めて、名残を惜しみながらの閉会
となった。
しかし、飲み・語り足りない面々は部屋へ
帰ってからも集っていた。（島田 隆・記）

一泉同窓会の創立１２０周年を記念する
２つの看板が出来上がり、早々と１０月１５
日の１１８周年記念総会・懇親会の会場で
披露された。
「一泉同窓会」＝写真右＝は高さ７２㌢
×幅３５㌢×厚さ４㌢のケヤキ板に文字を
彫り、文字は金箔貼り。裏面に発起人＝
中山一郎・泉丘１０期卒、揮毫者＝氷田正
男・一中５４期卒、金箔施工＝蚊谷八郎・
泉丘１４期卒、刻字製作＝安野喜隆・同１０
期卒と関係者の名前が刻まれている。も
う１枚の「一泉同窓会事務局」＝写真左

金箔貼りの看板完成
＝は高さ９２㌢×幅３２．３㌢×厚さ４㌢。ケ
ヤキ板は安野さんが奥能登の古民家の上
がりかまちに使
われていたのを
手に入れたもの。
この日、母校
で行われた物故
者慰霊祭の後、
安野、蚊谷さん
から清水義博一
泉同窓会会長に
贈られた。
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◆泉丘７期が「後期高齢者同窓会」
今年７５歳を迎える泉丘７期は後期高齢者入
学式と銘打った同窓会を５月１２日、粟津温泉
「のとや」１泊で行った。２年ぶりの集いで
６６人が出席した＝写真＝。
広部欣也君が司会、初めに水谷昭一泉同窓

会副会長などこの２年間に亡くなった１２人に
黙祷を捧げた。続いて私・加茂が開会のあい
さつ、村上喜久男、吉田紀幸、和田英夫の３
君がめでたい謡曲「羅生門」を披露、金川琢
雄君の乾杯の音頭で酒宴となった。
いつものように話が弾む中で関東代表の山

崎利彦君が近況報告、高野潔、村上喜久男、
村山潔君のリードで応援歌や校歌を大合唱し
て最高に盛り上がった。２年後に喜寿の同窓
会を開くことを決め、元気に再会することを
約して一次会を終えた。
場所を変えての二次会では山田茂君が改め

てあいさつ、カラオケなどで再び盛り上がり、
関東の米外喜彦君の締めで５時間余の大同窓
会の幕を下ろした。 （加茂正則・記）
◆関東泉丘９期が春の同期会
関東泉丘９期の平成２３年春の同期会は、５
月１５日の正午から東京・浜松町の世界貿易セ
ンタービル３８階の眺めの良い「東京会館 離
宮飯店」レストランを貸し切り、「春の談話
室」と称して３０人が出席して開かれた。
日曜日の開催としたので、医師の岩上豊君

や弁護士の杉原弘泰君ら平日では出席できな
い人も顔を見せ、開始前から大いに盛り上が
った。記念撮影＝写真＝の後、東日本大震災
の犠牲者に黙祷を捧げ、藤田美輝幹事の司会
進行でにぎやかに会が進んだ。久方ぶりに参
加した方々の近況報告の中でも、茨城県ひた
ちなか市にお住まいの深尾（岩本）外代美さ
んの「震度６」の被災体験談は、一同に３月
１１日の恐怖をよみがえらせた。予定の２時間
半はあっという間に経ち、尽きぬ話は同じビ
ル地階の二次会会場に移動して歓談の時が続
いた。 （木津克司・記）

◆関東泉寿会の新会長に金子君選出
関東泉寿会（泉丘１０期）の平成２４年新年会

が１月２９日午後、東京・新宿の日本出版クラ
ブ会館で開かれた。１月の最終日曜日の恒例
行事で今年は長瀬直義泉寿会会長ら金沢組の
４人を加え総勢３２人が出席した。
今年は大西忠関東泉寿会会長が久々に元気
な顔を見せてあいさつし、会長に金子兵衛君
を推薦したいと提案、全員一致で金子君が新
会長に選出された。懇親会はウクレレ演奏や
新舞踊の披露で盛り上がり、鍋谷汎君の「いし
かわ観光特使」就任報告と続いて大窪紀吉君
の中締めで閉会した。続いて館内レストラン
で二次会を開き、ここでも話が弾み和気藹々
のうちにお開きとなった。（大谷孝弘・記）

白 石 歯 科 医 院

院長 白石 貴城（泉丘２８期）

〒９２０‐０２７４ 石川県河北郡内灘町向粟崎５‐３１
TEL･FAX（０７６）２３８‐４１８８

薬剤師 中 村 康 彦（泉丘２８期）

〒９２０‐００３５ 金沢市中橋町１１－１２
TEL（０７６）２３３‐２４０６ FAX（０７６）２３３‐２４３４
【営業時間】午前１０時～午後８時 休日／日祝祭日
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◆関西泉寿会が２年ぶりに総会・懇親会
泉丘１０期・関西泉寿会の総会・懇親会が６
月２６日、箕面市の「みのお山荘 風の杜」で
２１人が出席して開かれた＝写真＝。
２年毎の開催で、今年は東日本大震災や原
発問題の影響か例年より参加者が少なかった
が、総会では行事、会計、監査の各報告が承
認され、役員改選では会長に板岡尚司君、副
会長に馬場聡君、北山百合子さん、河島和子
さん、会計に長谷川信夫君、監査に宮本チハ
ヤ君が選任された。板岡新会長は「関西泉寿
会は来年設立３０周年に当たるので、特別同窓
会を開きたい」と提案、参加者を増やして開
催することになった。
続く懇親会は金沢から駆けつけた長瀬直義

泉寿会会長のあいさつで始まった。すぐに歓
談で盛り上がり、最後に校歌を斉唱、篠原博
君の一本締めで終了した。部屋へ戻っての二
次会も思い出話に花が咲き、深夜まで続いた。

翌日も好天に恵まれ、あじさいがきれいな
古刹・勝尾寺を参拝、ホテルでの昼食後、来
年の再会を誓って散会した。（宮本チハヤ・記）
◆泉寿会本部でも恒例の新年会
泉寿会（泉丘１０期）本部恒例の平成２４年新
年会が２月１１日、金沢市の「わかばやし別館」
で３２人が出席して開かれ、今年も元気に活動
することを誓い合った。

初めに長瀬直義会長があいさつ、続いて昨
秋の叙勲で瑞宝単光章を受章した埴生武彦君
の功績が紹介され、同クラスの久野絹枝さん
から花束が贈られた。また、宇都宮市から出
席の鍋谷汎君が先の関東泉寿会新年会の様子
などを報告した。懇親会は吉村雅彦副会長の
乾杯の音頭で始まり、美味しいすき焼きに舌
鼓をうち、いつものように２時間半もの和や
かな話の後、浅香以都子副会長の中締めで散
会した。 （中山一郎・記）

母校・泉丘
高校２階の生
物準備室にあ
った丸テーブ
ル＝写真＝が
いらなくなり、
図書館棟１階の一泉同窓会資料室に運び
入れ保存することにした。
直径１２０センチ、高さ７６センチ、４本
足の丸テーブルで、脚部のスチールラベ

一中時代のテーブル保存
ルに「昭和４年４月○日納 山下家具製
作所 電話 墨田四三二番」と記されて
いる。
おそらく金沢一中の本多町校舎に納め
られ、昭和１２年、同校が泉野出町の新校
舎に移転した際にも運ばれて泉丘高校に
受け継がれ、さらに同５９年、５階建てに
立て替えられた時にも廃棄されずに残さ
れたもの。生物の実験用テーブルと見ら
れるが、このテーブルに覚えのある方は
同窓会事務局まで連絡を‥‥。

形成外科・皮膚科・美容外科 医療レーザー脱毛研究所

副院長 東山 玲子（泉丘２８期）

〒９２１‐８１１６ 金沢市泉野出町１‐１９‐２０
TEL（０７６）２８０‐７７７３ FAX（０７６）２８０‐７７５０
E-mail htakujih@angel.ocn.ne.jp
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泉丘高校初の修学旅行
戦後生まれの新しい学制が人々の間によう

やく馴染み、世の中全体が次第に落ち着きを
見せ始めた昭和２０年代後半。日本各地の高校
や中学校では、修学旅行（宿泊を組み込んだ
もの）の復活が教育の新しい試みとして、大
きな話題となっていった。
泉丘高校でも昭和２８年５月、待望の第１回

修学旅行が行われた。３年生（泉丘６期）４３０
名余が参加した関東方面への４泊５日。大正
末期の旧一中時代に中止されて以来、じつに
３０年ぶりに復活したという“記念すべき修学
旅行”でもあった。「３年生の喜びたるや一
通りではなかった」と、当時の『いずみの原』
は生徒らの期待の大きさを伝え、終戦から８
年を経ての自主的で明るい雰囲気を紙面にみ
なぎらせている。

× ×
泉丘高校初の修学旅行は、どんな

日程で行われ、実際にはどういう風
だったのか。
前年の秋以来、修学旅行実施の是

非や参加予定生徒らの希望アンケート、旅費
などの事前調査が行われ、旅行社とも綿密な
打ち合わせで臨んだ企画だったという。
５月１５日～１９日の４泊５日で、主な行き先
は東京、日光、中禅寺湖、鎌倉など。
現在とは大きく違う時代背景から、思いが

けぬアクシデントや無理な日程消化もやむな
しとばかり、現在では考えられない意外性の
連続だった。でも、いまではそれもかえって
忘れられない思い出、修学旅行ならではの青
春の１ページだったとなつかしむ人が多い。
引率の先生方と生徒全員が心と体力で課題

を乗り越え、無事終了となった初回修学旅行
の思い出を、泉丘６期の島田隆
さんと大塚（旧姓上丸）容子さ
んに語っていただいた。
《島田 隆さん》
◎前年の２７年１０月、浜名久雄

先生から後期生徒会長・村上信
吉君に修学旅行の実施について

調べるよう依頼があり、他校の実施状況調査、
生徒の希望、旅行会社との交渉などを行って
生徒会から学校へ修学旅行の実施を提案した。
当時、県内の高校で修学旅行を行なっていた
のはミッション（北陸学院高校）だけで、泉
丘はさきがけだったと聞いている。日本交通
公社（現 JTB）が大いに乗り気で、旅費など
代金の後払いを提案してくれ、そのおかげで
参加できたという人も多かったのではないだ
ろうか。旅行費用の積立をするようになった
のは、その後の学年からかな。

男子東回り女子は西回り
◎男子は直江津から信越線経由の東回り、
女子は米原から東海道線経由の西回りと、２
コースに分かれての出発で、東京で合流する
のかなと期待したが、最後まですれ違いでち
ょっとがっかりしたものだった。まだ男女共
学が修学旅行にまで浸透していなかったのか、

試験的な旅行で様子を見たのかもしれない。
◎４泊５日の修学旅行といえばさぞ豪華版
と思いきや、うち２泊は車中泊。それも急行
や指定席ではなく、一般客や他校の修学旅行
と乗り合わせの満員列車で、長時間の立ちっ
放しも当たり前だった。それでも嬉しくて、
全員元気よく乗り切った。東京駅で駅長から、
最近の修学旅行団の中でいちばん態度がよい
とほめられ、うれ
しかったのを覚え
ている。男子は東
大前・二葉館での
２泊だった。 �

実験的旅行で男女別行動
泉丘６期、４泊５日で関東へ

国会議事堂前での男子記念写真

（10） ２０１２．３．３１



�◎東京の景色に、金沢と比較にならないス
ケールの大きさを感じて驚いた。皇居、国会
議事堂、国会図書館などをめぐり、翌日の自
由行動では丸の内、銀座、浅草を訪ねた。特
に浅草ではストリップ劇場の大きな看板やサ
ンドイッチマンの歩く姿が、田舎者の高校生
には大きな驚きで印象に残っている。また鎌
倉の大仏や鶴岡八幡宮、江の島などの定番コ
ースもあの頃らしい良さがあったと思う。

往復夜行だが笑顔で帰宅
《大塚容子さん》
◎私たち女子は、夕方６時過ぎの夜行（一

般列車）で金沢を出発。１１時頃、米原に着き
東海道線に乗り換えるまで、かなりの待ち時
間があり駅前のパチンコ店（深夜営業してい
たのはそこだけ）で時間を過ごしたのを覚え
ている。パチンコはもちろん初めてで、今な
ら大いに問題ありだが、修学旅行の珍体験と

して忘れられない思い出になっている。
◎夜中零時半に乗り込んだ列車は超満員で、

先生方も私たちも途方に暮れたが、そのうち
他校の（修学旅行の）男子生徒が席を譲って
くれたりして何とか仮眠することができた。
明け方、静岡を過ぎた頃、列車の窓から富士
山が見えたときはみんな眠気も吹っ飛んで、
大きな歓声を上げたものだった。
◎実験的な修学旅行というので、先生方が

しきりに時間を計っておられたのを記憶して
いる。鎌
倉と江の
島を遊覧
した後、
バスで東
京に着い
たのは夜。
後楽園球
場近くの
旅館だっ

たが、大学生の先輩が私たち７人グループを
銀座に案内してくれ、服部時計店や和光、森

永のネオンを物珍しく見上げていた
のをいまもよく覚えている。
◎翌日はバスで浅草や靖国神社な
ど都内見学に出かけたが、前日来の

疲れが出て、車中では大半の人が眠っていた
と思う。楽しい中にも、時間的にもう少しゆ
とりがあってほしい、とは後日私たちの率直
な感想だった。
◎３日目は中禅寺湖泊りで、湖水の冷たか
ったのが印象に残っている。翌日は華厳の滝、
日光東照宮などをめぐり、上野から夜行列車
に乗り翌朝金沢に着いた。みんな疲れていた
ものの笑顔で家路についたのが、５０年以上経
ったいまでも、つい昨日のようになつかしい。

× ×
翌２９年度の修学旅行は、この２８年度の経験
と反省をもとに計画が練り直され、春休みに
男女同行で関東・四国の２コースからの選択
と変わり、３０年度からは南紀奈良（後に関東）
・九州の２コースが定着したのだった。
いまは飛行機で、遠く韓国や台湾まで出か
ける現代高校生の修学旅行であることを思う
と、まさに隔世の感。泉丘高校の歴史のひと
こまと言うにふさわしい。

鎌倉・鶴岡八幡宮での女子記念写真

生徒会が調べて実施提案
旅行社が旅費の立て替えも

女子グループのスナップ＝中禅寺湖

「一泉」第３９号（11）



行列で「一泉魂」をアピール
平成２３年度の「一泉行列」が８月３１日、一

中本多町校舎跡地の金沢歌劇座前から泉野出
町の泉丘高校までのコースで行われ、参加し
たOB約６０人のうち清水義博一泉同窓会会長
ら約３０人が２５０人の現役生と共に完歩して「一
中魂から泉丘魂」の継承をアピールした＝写
真＝。
歌劇座前の出発式には渋谷亮治元同窓会会

長（一中５４期）も顔を見せ、一行を見送った。
また、泉丘３０期の小原繁代表ら４人は１０月１５
日の一泉同窓会総会・懇親会のプラカードを

持って参加、総会・懇親会への参加を呼びか
け主幹事期らしさを示した。最高齢参加者は
今年も一中５０期の太田重雄さん（８６歳）だっ
た。

������������������������������������������

一一中中・・泉泉丘丘 各各期期のの集集いい②②

◆泉丘１１期３５ホームがクラス会
泉丘１１期３５ホームのクラス会が７月１２日、

金沢市大工町の割烹「河童」で開かれた。昨
年に次ぐ２回目の開催で１５人が出席＝写真＝、
高校時代の思い出話に花を咲かせた。
理系クラスで男子ばかり５２人。そのうち３６

人から返信があり、幹事がまとめた消息プリ
ントが配られた。みんな一瞬静まりかえって
読みふけった。３分間スピーチも最初は健康
に関する話が多く、中には東日本大震災で松

任の実家に１ヵ月ばかり避難した者、大学で
の研究に苦労している者など様々。３５ホーム
時代にタイムスリップし、「そうだったのか」
と驚く話も多かった。なぜかこのクラスはラ
グビーが強く、部との試合でも負けないほど。
昼休み時間に全員で熱中していたことが思い
出された。
カラオケバーでの二次会も盛り上がって、
アッという間に深夜になった。次回幹事を決
め再会を約して散会した。（島田裕正・記）
◆泉丘１３期のボランティアが海岸清掃
泉丘１３期有志による「３６会ボランティア倶
楽部」が５月２９日、クリーンビーチ INはく
さん会場の徳光海岸に集って、海岸清掃に汗
を流した。
あいにくの雨だったが女性３人を含む１１人
が参加、「３６会」の会旗を立ててアピール、
全体で千人以上が奉仕作業に当たったせいか、
１時間ほどでゴミだらけの砂浜が見る見るき
れいになり、浜昼顔の小さな花もうれしそう
に見えた。 （福井敏雄・記）

税理士 八 木 俊 徳（泉丘２８期）

〒９２０‐００５４ 金沢市若宮１－１８４ USビル２F
TEL（０７６）２２３‐６１５５㈹ FAX（０７６）２２３‐６１５６
http://www.e-adviser.jp/yagiao/
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◆関東緑窓会（泉丘１２期）に３９人集う
関東緑窓会（泉丘１２期）の２３年度同期会が
６月５日、東京・池袋のホテルメトロポリタ
ンで正午から開かれた。首都圏と金沢、宝塚、
静岡から３９人が集い、古希を迎える年に初の
昼間開催はおおむね好評だった。
村上の司会で始まり、矢部暢邦幹事代表の

開会あいさつ、続いて同期の物故者と東日本
大震災の被災者へ黙祷を捧げた。懇親会は藤
野公望前年度幹事の乾杯の音頭で幕が開いた。
料理は東北産の安全野菜やアイナメを使った
被災地支援にふさわしいホテル特製メニュー
がコースで出された。また、差し入れの日本
酒、焼酎、ワインもあって話しが大いに弾ん
だ。初参加や遠方からの級友のあいさつに盛
り上がり、時間も迫るうち、大きな輪になっ
て校旗をかざした岩倉誠治さんのリードで校
歌を歌った。ようやく古川宏幹事の中締めと
なり、記念撮影をして再会を誓って散会した。
３０分ほど予定時間をオーバーしていたが、
まだ陽が高く、誘い合ってホテル内や池袋駅
周辺で二次会、三次会が行われた。
板野美津子幹事が発表した翌年の幹事には、

矢部、板野、村上に新しく江尻弘さんを加え
た４人でお世話することになった。

また、一泉同窓会本部がいち早く呼びかけ
た東日本大震災復興支援の義援金に３万円を
振り込んだ。 （村上与恵・記）
◆泉丘１７期が４年半ぶりに同窓会
泉丘１７期の「１７会同窓会」が５月２７日、金
沢駅前のANAクラウンプラザホテル金沢で
開かれた。４年半ぶりで関東の１４人、関西の
１１人をはじめ全国から９８人（うち女性２６人）
が出席して大いに盛り上がった＝写真＝。
最初に４８人の物故同期生と、併せて東日本

大震災で犠牲となられた方々に黙祷を捧げ、
続いて小堀幸穂君が歓迎のあいさつ、大森和
子さん（理系女子世話人）の乾杯の音頭で和
やかな懇親の宴に移った。
歓談の合間に小杉誠一、越田昭、山田建夫
の３君が中心となってこの日午前中に開いた
ゴルフ大会の表彰セレモニーを行った。ゴル
フには２０人が参加、優勝の若村弘君、準優勝
の松田敏夫君、３位の済田良英君に大きな拍
手が送られた。また、山越茂樹君と横山絹子
さんによるビンゴゲームが繰り広げられ、参
加者一同楽しいひと時となった。その後も会
員の近況報告、「関東１７会」の開催案内など
と続いた。最後は合唱部で活躍した渡辺満君
のリードで校歌を斉唱、一泉同窓会幹事の嶋
谷潤一郎君の一本締めで終宴となった。

（福田雅幸・記）

生花仲卸

（有）香楽園生花市場
代 表
取締役 村松義規（泉丘２８期）

〒９２０‐０８４１金沢市浅野本町２‐２３‐２８
TEL（０７６）２５１－２２２５
FAX（０７６）２５１－２３１０
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◆泉丘１８期が「昭和の日」同窓会
泉丘１８期・おはこ会の１３回目の同窓会が４
月２９日、金沢駅前のガーデンホテル金沢で開
かれた。昨年夏に開催してまだ半年余だが今
後、毎年祝日の「昭和の日」に日帰り同窓会
を開くことを決めた第１回目。恩師の普神貴
行、安高徹の両先生を迎え、５５人が出席した
＝写真＝。
板谷民洋君の司会で始まり、今回の代表幹

事の私・石田があいさつ、東日本大震災の犠
牲者と亡き級友に黙祷を捧げ、安高先生の音
頭で乾杯して酒宴に入った。
昨秋、一泉同窓会の副会長に就任した新村

康二君のあいさつ、次期幹事の縄野勉君の引
継ぎ宣言、荒礒千舟君の一泉同窓会報告、関
東おはこ会の山本星子さんからのこの秋に開
催する関東おはこ会の概要・出席依頼と続き、
いつものように懐かしい話に花が咲き、２時
間余のにぎやかな宴席を過ごした。
来年のこの日の再会を約してお開きとなっ

たが、ほとんどが二次会へと流れ深夜までエ
ネルギーが爆発し続けた。（石田憲二・記）
◆関東おはこ会の総会に４３人
関東おはこ会（泉丘１８期）の第５回総会・
懇親会が１０月２２日午後、東京・新宿のホテル
・ハイアットリージェンシー東京で開かれた。
金沢から４人、いわき市、日立市、静岡市と

長野県からそれぞれ１人が駆け付け、総勢４３
人参加＝写真＝で旧交を温めた。
総会は長元正春会長のあいさつで始まり、
役員改選の結果、会長・長元正春、副会長・
山本星子、会計・新村喜弘、小関彩子、会計
監査・荒屋正年、事務局・藤島寛仁、原俊道
の皆さんが選ばれた。
懇親会では、一泉同窓会が東日本大震災の
被災地・宮城県石巻市へドーム型診療所を寄
贈した話題から宮越宏之君と川瀬信秀君が震
災体験を話し、同期物故者への黙祷とあわせ
身が引き締まる思いだった。
静岡市から出席の三島文夫君の乾杯の音頭
で酒宴に入り、当会恒例のエンターテイメン
ト・吉室誠君のマジック、岡田秀樹君の相撲
甚句とプロはだしの芸を披露してもらい、ト

リとして落語家・吉原朝馬師匠の軽妙な小噺
を聴かせていただき、大いに盛り上がった。
さらに金沢から出席の荒礒千舟君が一泉同窓
会や金沢おはこ会について報告、最後に今戸
詩美さんの指揮で校歌を合唱、山本星子副会
長の閉会の辞で名残を惜しんでの幕となった。
その後、荒屋正年君（会場ホテルの社長）
のはからいで、宴会場をそのまま二次会会場
とし、カラオケなどでもう一度盛り上がり、
散会したのは５時間後の９時半過ぎとなった。

（藤島寛仁・記）

越島久弥法律事務所

弁護士 越島久弥（泉丘８期）

〒９２０‐０９０２金沢市尾張町１‐９‐１１‐２０３
TEL（０７６）２２２－１２１３�
FAX（０７６）２２２－２４６７

中村吉輝法律事務所
弁護士 中村吉輝（泉丘８期）

〒９２０‐０９１１金沢市橋場町１‐２９
レジデンス兼六１階

TEL（０７６）２６２－３８２３
FAX（０７６）２２１－０８１４

元地 健法律事務所
（関西一泉同窓会事務局）

弁護士 元地 健（泉丘１３期）

〒５３０‐００５４大阪市北区南森町１‐３‐２７
南森町丸井ビル８階

TEL（０６）６３６４－６７９３
FAX（０６）６３６４－６１７６
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◆泉丘２２期の還暦同窓会に９５人参加
泉丘２２期が９月３日、湯涌温泉「かなや」
で還暦同窓会を開いた。この日は母校の６３回
目の創立記念祭最終日で「野外劇」が予定さ
れていた。久しぶりに劇を観て、後輩たちか
ら元気を頂いて「かなや」に集合する企画だ
ったが、残念ながら台風１２号の影響で野外劇
は順延となった。
当日は恩師・楠禎一郎先生（数学）と普神

貴行先生（国語）のご出席をいただき、台風
で３人が欠席となったが男子７４人、女子１９人
の合計９５人の集まりとなり、記念写真の撮影
＝写真＝からスタートした。
懇親会は永瀬喜子さんが司会、代表幹事の

諸野普君から出席者へのお礼の言葉があり、
普神先生のあいさつ、楠先生の乾杯のご発声
で開宴した。途中のアトラクションでは還暦
に合わせた赤のドレスの永瀬さんのフラメン
コ・ダンスも飛び出し、和やかな中で多くを
語り、飲み、歌い忘れがたい楽しいひと時と
なった。最後に応援団副団長の嶋範也君のリ
ードで校歌を斉唱、一泉同窓会の林隆信副会
長の中締めで一次会を終えた。
別会場の二次会では金沢勇こと西田啓一君

のワンマンショーで盛り上がり、語らいの場
は夜中３時頃まで続いたとか。
翌４日は金沢ゴルフクラブでコンペが行わ

れ、この日が６０歳の誕生日だった佐伯善機君
がベスト・グロスで優勝した。また、アメリ

カで富士通子会社副社長を務める市川俊介君
も巧みなプレーを披露、アリゾナの砂漠での
精進の成果を見せつけた。（清水義博・記）
◆泉丘３９期が卒業後初の同窓会
泉丘３９期は８月１４日、卒業後四半世紀を経
て初めての同窓会を金沢市の兼見御亭で開い
た。お盆帰省もあって予想を上回る６２人が集
った＝写真＝。
前半は会場を４部屋に仕切ってクラス単位
での同窓会を演出した。部屋ごとにクラス幹
事による乾杯でスタート、級友と２５年ぶりの
再会が多く自己紹介から始める部屋もあった。
途中で代表幹事の北川雅一朗君と事務局の私
・中村が秋の一泉同窓会への参加をお願いし
て回った。
後半は各部屋のふすまを開け放ち、一つの
会場とした。とたんに雰囲気が一変、文系、
理系のわけ隔てなく一気に盛り上がった。あ
ちこちで幾つもの輪ができ、高校時代の思い
出話に花が咲いた。何の企画も用意してなか
ったが、あっという間にお開きの時間となり、
副代表の成瀬亮太郎君の一本締めで一次会を
終えた。
初同窓会を機に次回クラス会や関東、関西
での再開を約束するグループも出来た。同期
の交流が活発になるのはうれしいことで、こ
れが一泉同窓会につながることを確信して、
二次会はそれぞれで夜の街へ消えていった。

（中村孝治・記）

敦賀法律事務所

弁護士 敦賀彰一（泉丘２０期）

〒９２０‐０９０２金沢市尾張町１‐５‐２５
TEL（０７６）２６１－８５００
FAX（０７６）２６１－７３００

押野法律事務所

弁護士 押野 毅（泉丘２９期）

〒９２０‐０９０２金沢市尾張町１‐９‐１１
尾張町レジデンス３０４号

TEL（０７６）２３４‐７８７０ FAX（０７６）２２２‐７８７０

北川共同法律事務所

弁護士 北川秀二（泉丘３０期）

〒１０２‐００９３東京都千代田区平河町１‐２‐２
朝日ビル３F

TEL（０３）３２３９‐７１７５ FAX（０３）３２３９‐７１７６
E-mail kitashu@mtc.biglobe.ne.jp
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◆泉丘１４期が恒例の忘年会と新年会
泉丘１４期「一四会」恒例の忘年会が１２月１４
日、金沢市主計町の鍋割烹「みふく」で３５人
が出席して開かれた。蚊谷八郎会長があいさ
つ、名物のカキ鍋に舌鼓をうった。今年も宴
席に２人の芸妓を呼び、華やいだ。
また、明けて２月１４日には東山の「ちょう

吉」で新年会を行った。新年会も日時、場所
共に決まりで２３人が集った。自慢の焼き鳥と
生ビールで話しが弾み、「今年も他の期に負
けないぞ」と誓い合った。 （宍戸 範・記）
◆泉丘４１期が６年ぶり３回目の同窓会
６年ぶりで通算３回目となる泉丘４１期の学

年同窓会が平成２４年１月２日午後、金沢ニュ
ーグランドホテル銀扇の間で開かれた＝写真
＝。
参加者は男性３９人、女性２２人の計６１人で、

石田毅志郎先生をはじめ中橋大通先生、能澤
正夫先生、室木直彦先生と４人の恩師をお迎
えしてにぎやかな宴会となった。昨年の金沢
市議選に立候補して議席を得た喜多浩一君も、
互礼会に飛び回るスケジュールを調整して顔
を出し、座は大いに盛り上がった。
参加者のうちおおむね半数は正月帰省の県

外組み。また、地元在住でも卒業以来初めて
顔を見せた人もあり話が弾んだ。昼過ぎに始
まった一次会を締めた後も名残が尽きず二次
会、三次会と粉雪のちらつく正月の街を回り

歩いた。
みんな不惑を過ぎてますます元気な様子。
男たちは本厄、前厄の年だが今年も良い１年
になりそうだ。 （山本正樹・記）

一中４７期の
安嶋 彌（や
すじま・ひさ
し）氏＝旧松
任市出身、東
京・世田谷区
等々力在住＝
からこのほ
ど、一泉同窓
会に『ともに
生きるという
こと』と題するエッセイ集＝写真＝が贈
られてきたので、「一泉文庫」の蔵書と
した。

一中から四高、東大と進み、１９４６年文
部省入省、初等中等教育局長などをへて
１９７５年文化庁長官、１９７７年から８９年まで
宮内庁東宮大夫を務めた著者が、財団法
人修養団発行の月刊誌「愛」に長年連載
してきた約２００編のエッセイの中から９３
編を精選。人生の豊富な経験から紡ぎだ
されたさまざまな想いが、生きることの
普遍的意味を問いかけている。
安嶋氏は日本エッセイストクラブ会員
で、アララギ系の歌人でもあり『葉桜』
『晩花』『過客』などの歌集のほか、詩
集『水映』などがある。

一中４７期・安嶋さん

エッセイ集を寄贈

金沢ルネッサンス
法 律 事 務 所
所 長
弁護士 清水雅志（泉丘３１期）

〒９２０‐０９１２金沢市大手町２‐２４
ダイアパレス大手門８階

TEL（０７６）２３５‐３０４０ FAX（０７６）２３５‐３０４１

新保法律事務所

弁護士 新保義隆（泉丘３３期）

〒１００‐００１１東京都千代田区内幸町１‐１‐７
NBF日比谷ビル５階

TEL（０３）５５１１－１５１１
FAX（０３）５５１１－１５１２

織田法律事務所

弁護士 織田明彦（泉丘３４期）

〒９２０‐０９３２金沢市小将町８‐３６
TEL（０７６）２３１－５９８０㈹
FAX（０７６）２３１－５９３８

トピッ
ク ス
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野球は甲子園、相撲は金沢。野球や相撲を
志すものにとってこの二つの場所は『聖地』
といっても過言ではない。甲子園大会は昨年
までで９３回、高校相撲金沢大会は９５回を数え
日本最古の大会と全国放送でも紹介された。
昭和３８年、私は幸せにもこの二つの大会に接
することが出来た。
泉丘高校野球部は４回目

の甲子園出場を果たし、相
撲部は卯辰山での４７回大会
で能上宏（旧姓水本）君が個人優勝した。
私は相撲部マネージャーとして土俵下で
この歴史的瞬間を目にすることが出来、
５０年近く経った今も昨日の事のように鮮
明に思い出される。
大会前、能上君に相談せずに先輩方に手紙

を出し、東京から宇野六朗（１２期）、升田克
良（１４期）の両先輩に来ていただいた。直前
には立命館大学で二年連続学生横綱になられ

た田畑外志雄先輩（７期）に胸を出してもら
い、「明日は必ず勝てる」との力強い言葉を
いただいた。個人優勝だったが、先輩や多く
の方々のご支援のお陰であった。
この大会に全国でただ一校連続出場してい
る『泉丘』は、大いに誇るべきだ。特に今日、
相撲部が休部状態にある中で連続出場の伝統
を守り続けるには並々ならぬ苦労や努力が必
要だ。６２回大会では柔道部だった山野之義現

金沢市長（３２期）が出場し
たように、近年は人気の野
球部やサッカー部からも名

乗りを上げる人が相次ぎ、ありがたく思
っている。出場選手を始め学校当局、石
川県相撲連盟の方々など、すべての関係
者に心からお礼申し上げたい。
相撲につながる多くの先輩、後輩、友人は
我が人生の縦糸といえる。人生ぶつかり稽古、
勉学もスポーツも好きなことを三年間やり
きってほしいと現役生にエールを送る一人で
ある。

平成２３年、私たち日本人はこの年を象徴す
る漢字に「絆」を選びました。その背景には
千年に一度といわれる未曾有の大震災があっ
たことは疑いもありません。人と人をつなぐ
もの、英語で言えば bond、tie などでしょう
か。relationship であり、friendship であり、unity
です。このように絆という漢字は、実はいく
つもの意味を持っています。
１１８周年の伝統ある一泉同窓会の総会・懇
親会の幹事を務めた私たち
泉丘３０期にとってもこの年
は、３５年ぶりに互いの絆を
確かめ合う年となりました。どうすれば
魅力ある会になるのか、共同作業は困難
の連続でした。同級生なのに初めて話を
する人もいて手探りからのスタートです。
最初に顔を合わせたときは、各人がパズル

の小さな１ピースのようでした。一つとして
同じ模様のものはなく、そこに何が書いてあ
るのか、何を主張しようとしているのか、そ
のピースは必要なのかなどまったく分からな

い状態でした。しかし、私たちは何度も何度
も集い、議論を重ねながら一つ一つの問題を
解決していきました。
総会が無事終了して「大好評」と言う大き
なパズルが完成したとき、無駄なピースは一
枚もなく遠くにあったピースもまた、調和の
ために全部つながっていたことに気づきまし

た。そして一つ一つのピー
スを張り合わせる「糊」の
役目を果たしてくれたのが

「泉丘スピリット」だったのです。不可
能に思えた目標がどんどん現実味を帯び
てくるのは素晴らしいことです。何も不
可能なことは無いと思っていた高校生時

代にみんな戻ったような体験でした。
私たちは桜の花の美しい春の日、泉丘�校
の校門をくぐった瞬間に、この「不思議な力」
を手に入れたのかも分かりません。絆と泉丘
スピリットを再確認した平成２３年でした。

高校相撲金沢大会に思う
泉丘１６期 田蔵 弘

平成２３年は「絆」確認の年
泉丘３０期 小杉 千里

投稿二題

投稿二題
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今から６４年前の昭和２３年、男女共学の新制
金沢泉丘高校の発足と同時に女子ソフトボー
ル部が誕生した。同部はその後６年間にわた
って北陸３県の雄として君臨、特に同２６年に
は全日本ソフトボール大会で３位に輝いた＝
写真＝。創部当初はグローブが揃わず、ほと
んど素手で練習していたという泉丘高校女子
ソフトボール部が栄光をつかむまでの様子を
紹介しよう（文中氏名はすべて旧姓）。

× ×
当時のメンバーは、樋詰祥枝さん（泉丘３

期）なくして女子ソフトボール部の活躍は語
れないという。旧制第一高女から泉丘生にな
った樋詰さん（金沢
市弥生１丁目）は、
小さいころから近所
の男の子に交じって
ゴロベースを楽しむ
行動派。部長の広瀬
百合子教諭の勧めも
あって、ソフトボー
ル部を誕生させた。
道具は２本のバット
と捕手と一塁手のミ
ットだけ。試合には
素手で臨んだがたち
まち県１になった。
相手チームは樋詰投
手の剛速球と変化球
にキリキリまいで、三振の山だったからだ。
翌２４年には後に活躍する西原嶺子、小川智

恵子、永里美沙子（同４期）が入部、部員も
１５人ほどになった。しかし、指導者に恵まれ
ず主将の樋詰さんが自ら作戦やシートノック
を行い、たまに野球部員が助けに来てくれる
有様。それでも「絶対勝てるから」を合言葉
に練習はさらに熱をおび、夏休みも返上、暗
くなってボールが見えなくなるとベースラン
ニングに切り替え、帰宅はいつも８時過ぎだ
った―と樋詰さんは往時を振り返る。
当時の高校スポーツ界あこがれの地は「野

球（男子）は甲子園」「ソフトボール（女子）
は西宮」。泉丘女子ソフトボール部は猛練習

が実り２４年、２５年と連続で西宮球場で開かれ
た全日本ソフトボール大会に北陸３県代表と

して出場、２５年には
国体にも初出場した。
２６年春に泉丘を卒
業した樋詰投手はノ
ンプロの強豪チーム
からスカウトされた
が、地元に就職して
競技を続けた。
その年、３年生に
なった西原らは野球
部と兼務ながら監督
に吉本明教諭を迎え
部員も１８人に増えて
練習に力が入った。
そして３年連続出場
の西宮で、創部４年

目にして全国３位の快挙を成し遂げた。
昭和２６年１０月１０日付の学校新聞「いずみの

原」には次のような記事が掲載されている。
９月２３日、富山日清紡球場で第６回国体ソ
フトボール予選が華々しく行われた。夏の全
日本大会で全国３位となった泉丘は相変わら
ずの強豪ぶりを発揮。名門・福井県の勝山高
校を２－０のシャットアウトで破り、再度広
島で催される国体への出場権を得た―と。
泉丘高校女子ソフトボール部のOGは、卒
業後も年に一度集って交流会を続けている。
「当時の思い出話と共にいつも出る話題は、
母校に新たなナインの誕生だ」。樋詰さんも
西原さんも願っている。

全日本ソフトボール大会出場メンバー
第１回大会（昭和２４年） 第３回大会（昭和２６年）

監督・辻藤太郎（事務職員） 監督・吉本 明教諭
○主将 メンバー 学年 ○主将 メンバー 学年
○投 樋 詰 祥 枝 ２ 投 鈴 木 弘 子 ２
捕 西 原 嶺 子 １ 捕 西 原 嶺 子 ３
一 小 川 智恵子 １ ○一 小 川 智恵子 ３
二 大 窪 喜代子 １ 二 西 家 康 子 １
三 前 田 喜代子 ２ 三 加 藤 ア ヤ １
遊 永 里 美沙子 １ 遊 永 里 美沙子 ３
左 寺 地 為美子 ２ 左 広 瀬 静 江 １
中 野 白 輝 子 ２ 中 中 川 留美子 ２
右 荒 井 可夜子 １ 右 荒 井 可夜子 ３

昭和２６年、全日本３位の快挙
泉丘女子ソフトボール部栄光の道

夏休み返上での猛練習実る

（18） ２０１２．３．３１



文化・運動部OB会だより

泉泳会 母校プールで同窓会
泉泳会のプールサイド同窓会が８月１３日午

後、母校のプールで開かれ、２１歳から８２歳ま
での約３０人が青春時代を思い出しながら水し
ぶきを上げて旧交を温めた。夜には会場をホ
テルに変えて２年ぶりに総会も開かれ、役員
改選などが行われた。
プールサイド同窓会は向川勇会長（泉丘１

期）があいさつした後、会員４人が古式泳法
を披露した。昭和３５年のローマ五輪２００㍍平
泳ぎで銀メダルを獲得した大崎剛彦さん（同
９期、日本マスターズ水泳協会会長）も駆け
付け、力強い泳ぎを披露した。参加者たちは
スイカをバトンにしたリレーや４、５人が肩
につながって水中を歩く「ムカデ競争」など
を楽しんだ。
また、夜には金沢駅前のガーデンホテル金

沢で総会・懇親会が開かれ、役員改選で石田
憲二さん（同１８期）を新会長に選んだ。また、
関東地区委員に白尾三樹さん（同７期）、関
西地区委員に大崎さんが決まった。
続く懇親会では向川前会長に記念品を贈呈、

白尾さんの乾杯の音頭で酒宴に入り、現役時

代の思い出話に花を咲かせた。最後に参加者
で記念撮影＝写真＝をし、佐々木康富副会長
（同２１期）の閉会のあいさつで２年後の再会
を約して散会した。

（宮西外志男＝泉丘９期・記）

野球部OB会 甲子園出場へ支援
一泉野球部OB会の第１４回総会が８月１２日、
金沢エクセルホテル東急で３５人が出席して開
かれた＝写真＝。
はじめに物故者の冥福を祈り黙祷を捧げ、
続いて宮地治会長（泉丘２３期）が議長に就き
２２年度の事業と決算を報告、２３年度の事業計
画と予算案が承認された。
懇親会では宮地会長があいさつ、山崎昭一
郎顧問（同４期）の発声で乾杯して酒宴に入
った。今回は甲子園に出場経験のある先輩が
多数出席され、徳光重希さん（同６期）、小

森勝範さん（同１６期）、野市幸男さん（同）、
中尾治郎さん（同１７期）、山本和行さん（同）
らが当時の思い出を語り、久方振りの甲子園
出場に向けて現役野球部を支援していくこと
を誓った。
最後に全員で校歌を斉唱、野々市孝顧問（同

１０期）の閉会のあいさつで散会した。
（谷端時宗＝泉丘４３期・記）

�木法律事務所

弁護士 �木利定（泉丘３４期）

〒９２０‐０９１２金沢市大手町１０‐１９
長岡ビル１F

TEL（０７６）２３４‐７１１７ FAX（０７６）２３４‐７１１６

木梨・長原法律事務所

弁護士 長原 悟（泉丘３９期）

〒９２０‐０９１２金沢市大手町７‐３４
TEL（０７６）２２２－２８２０
FAX（０７６）２２２－２６７２

さくら共同法律事務所

弁護士 松村昌人（泉丘４０期）

〒１００‐００１１東京都千代田区内幸町１‐１‐７
NBF日比谷ビル１６階

TEL（０３）５５１１‐４４１３ FAX（０３）５５１１‐４４１４
Eメール matsumura@sakuralaw.gr.jp

「一泉」第３９号（19）



桜美会
美術展 多彩な作品８２点を展示
第３９回一泉桜美会美術展が５月２４日から２９
日まで、金沢２１世紀美術館で開かれた。今年
は一中、泉丘の卒業生や在校生の作品８２点が
展示され、大勢の同窓生や一般市民が鑑賞に
訪れて連日にぎわった＝写真＝。
今春、９６歳の高齢を理由に退会された村田

尚一さん（一中３９期）が元気なときにカナダ
のビクトリア市を訪れて描いた油絵「ブッチ
ャートガーデン」が招待作品として展示され
たほか、荒々しい岩場を墨の濃淡で表現した
三須徹さん（同４７期）の水墨画「流石」、院
展会員・薄波靖子さん（泉丘６期）の日本画
「安由の風」などの力作が来場者の目を引い
た。このほか泉丘高校在校生２０人と指導の脇
谷内里恵先生の油絵が会場を彩った。

◆３５回目の桜美会小品展も賑わう
「一泉桜美会小品展」が１０月７日から１２日

まで、金沢市泉野出町４丁目のグリーンアー
ツギャラリーで開かれ、同窓生だけでなく一
般市民も訪れて賑わった。
３５回目を数える小品展はその名の通り、絵
画なら１０号から２０号までが中心。今年は３４人
が４４点の作品を展示した。ギャラリーは母校
の近くなので、鑑賞後に母校に寄る人もあっ
た。

OB講演会から

進路や生き方アドバイス
社会人と語る会で５先輩

各界で活躍する泉丘高校出
身の先輩から経験談を聞き、
今後の進路や生き方の参考に
する平成２３年度の「社会人と
語る会」が１１月３日午後、２
年生を対象に啓泉講堂で開か
れた。
パネリストとして招かれた
のは北國新聞社政治部の後藤
尚彦記者（泉丘４１期）、公立
つるぎ病院整形外科の粟森世
里奈医師（４２期）、三重大学
大学院生物資源学研究科の青
柳充准教授（同）、りべるて
・えがりて法律事務所（東
京）の斉田紀子弁護士（４４期）、
北陸電力石川支店電子通信課
の北雅之さん（同）の５先輩。
コーディネーターは例年泉丘
高校出身教諭が務めており、
今年度は島村千佳教諭（３８
期）が担当した。
５人は①自己紹介に続いて
②高校時代の過ごし方③現在
の仕事に就いた経緯④勉強の

仕方―などについて順にアドバイスした。
質疑応答では、生徒たちからも進路決定の
参考にするため勉強だけでなく、会社や業界
の様子など熱心な質問が相次ぎ有意義な「語
る会」となった。

戸水法律事務所

弁護士 辻 明士（泉丘４４期）

〒９２０‐０９１１金沢市橋場町１‐２９
レジデンス兼六２階

TEL（０７６）２６２‐３４１０ FAX（０７６）２６２‐２８９８

岡田法律事務所

弁護士 中西�一（泉丘４６期）

〒９２０‐０９０２金沢市尾張町１‐９‐１１
尾張町レジデンス６０４号

TEL（０７６）２３２‐１６１６ FAX（０７６）２３２‐１５９９

いぶき共同法律事務所

弁護士 林 桜子（泉丘４６期）

〒９２０‐０９０２金沢市尾張町１‐２‐３２
キャッスルハイム尾張町６０１

TEL（０７６）２５５‐３４０１ FAX（０７６）２５５‐３４０２
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３個人と２団体に贈呈
平成２３年度「一泉賞」が３月２日の全日制
卒業式の席上２人と２団体に、同４日の通信
制卒業式で１人に清水義博一泉同窓会会長か
ら贈呈（賞状とトロフィー、副賞の図書カー
ド１万円分）された。同６年に創立１００周年
記念事業の一つとして設けられたもので、学
業と課外活動を両立させた生徒に贈られる。
今年度の受賞者は次の皆さん。
◆川端洋平君 陸上部の中長距離ランナー

として徹底した健康管理と練習に打ち込み、
他の部員の良い模範となった。３年次には全
国高校総体陸上競技男子１５００メートル決勝に
進出（１０着）した。品行方正で学業において
も努力を惜しまず、優秀な成績を収めた。
◆冨田真由さん 文才に秀で散文のみなら
ず韻文にも長ずる才媛で、文芸部の中心とし
て１年次から県、北信越、全国大会で活躍し
た。中でも２年次には第１３回松山俳句甲子園
で優秀賞（全国個人２位相当）に輝いた。清
楚で誠実、常に他の範となる生徒である。

◆文芸部部長・亀田安土君 ２年次に第１３
回松山俳句甲子園に山口敦己君、冨田真由さ
ん、坂江早織さん、大野莉佳さんの５人でチ
ームを組んで出場、リーダーとして獅子奮迅
の活躍を見せ、全国７１校１０３チームの中で団
体３位となった。また、県高文連文芸専門部
の活動においても常に中心的人物として、重
責を担った。
◆ESS部部長・山路直人君 ESS 部の部
長としてまとめ役に徹すると共にリーダーシ
ップを発揮、各種大会で個人だけでなく泉丘
高校全体として素晴らしい成績を残した。特
に２年次に中屋雄太君、山下颯太君、郷原和
樹君の４人で出場した第５回全国高校生英語
ディベート大会で団体３位（全国６４校が参
加）の好成績を収めた。
◆伊藤大樹君 ２年次は会計、３年次は会
長と２年間にわたり生徒会活動でリーダーシ
ップを遺憾なく発揮した。また、学業におい
ても優秀な成績を収め、大学への進学も決ま
った。指導力、発言力、実行力に富み、通信
制の模範生でもある。

マスコットは泉ちゃん
泉丘高校のマスコットキャラクターが在校

生の話題になっている。「泉（せ
ん）ちゃん」＝イラスト＝と言
う名前で、２年生の美術部員・
砂山優美さんがデザインした。
北國新聞社の学校情報サイト

「いしかわの高校広場」の特別
企画に応募して創られたもので、
母校・泉丘が誇る看板のスーパ
ーサイエンスハイスクール
（SSH）をアピールするため、
科学者の姿をしている。

鳥をデフォルメしたのは、泉丘生が常に上
に向かって羽ばたく心意気を表わしており、
より近親感が涌くようにネクタイとズボンは

制服と同じ。
彼の夢はいずれ世界的に有
名な科学者になることで、い
つも周りの事象に対し疑問を
持ち、納得がいくまで考える。
フラスコから出る煙が？マー
クは考えている時。
年齢は１６歳。少しでも多く

の泉丘生が彼に負けないよう
に勉強に取り組んでほし―と
の願いが込められている。

川端洋平君 冨田真由さん 亀田安土君 山路直人君 伊藤大樹君
２３
年
度
一
泉
賞

トピッ
ク ス
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習熟度別授業を細分化
ニュースーパー
ハイスクール 難関大合格増へ

石川県教委は学校全体の学力を底上げし、
国際社会で活躍できる人材の育成に向け、泉
丘など県内５高校を「いしかわニュースーパ
ーハイスクール（ISH）」に指定した。２４年
度入学生が対象だが、泉丘では先行実施とし
て２４年度の２・３年生から、習熟度別授業を
はじめとする独自のカリキュラムを取り入れ、
旧帝大など難関大学の合格者増を目指す。
学校側の説明によると、２年生から文系、

理系に分かれる普通科の全クラスを対象に習
熟度別授業を展開する。泉丘ではすでに習熟
度別授業を行っているが、さらに細分化、少
人数によるきめ細かな学習指導を目指す。特
に文系の数学、理系の国語の指導を強化し、
幅広い知識に裏づけられた総合力を身につけ
られるように指導する。

特別教室にも冷房装置

また、大学教授や企業トップなど外部人材
を活用した「総合的な学習の時間」にも力を
入れる。具体的には文系２年で英語の特別講

義、同３年の小論文研究、理系２年の探究化
学実験、同３年の英語文献購読などを実施、
生徒たちが自己の将来を見据え、社会の変化
に対応できる幅広い知識や判断力、探究力を
身につけられるようにする。
ISH指定に伴う習熟度別少人数授業は、普
通教室だけでは実施できず、特別教室棟の階
段教室＝写真＝も利用することになる。また、
夏休みの補習にも少人数授業を取り入れるた
め、母校では春休み中に特別教室棟の講義室
１０室に冷房装置を設置した。

藤原正彦氏迎え講演会
平成２３年度の「生き方講演
会」は１０月２４日、啓泉講堂で
ベストセラー「国家の品格」
などの著者で、お茶の水女子
大名誉教授の藤原正彦氏＝写

真＝を講師に迎えて開かれた。
藤原氏は『２１世紀をになう君たちへ』と題
して泉丘生に対し、日本人が古くから培って
きた美的感受性や情緒、惻隠を大切に育て、
これに付加して素晴らしい社会を築くことが
祖国を救い、人類を救うことになる。日本人
として生まれた意義はこうしたかたちで人類
に貢献することだ―と述べた。
また、将来立派な人間となり、仕事を成し
遂げるためには３つの情緒が必要―として、
①野心を持つこと②執着心を持つこと③楽観
的であることを挙げた。楽観論では数学の難
問でも「これは優しい」とまず自分に言い聞
かせる。難しいと思った瞬間、脳は萎縮して
能力を発揮できなくなる。試合などで連勝し
ている相手と戦う時も同じである―と数学者
らしい例を挙げて生徒たちを諭した。

葵総合法律事務所

弁護士 屶網大介（泉丘４７期）

〒９２０‐０９１２金沢市大手町６‐２６
TEL（０７６）２３１－００７０㈹
FAX（０７６）２３１－００７１

藤野法律事務所

弁護士 藤野智詔（泉丘４９期）

〒９２０‐００２４金沢市西念４‐２４‐３０
金沢M・Gビル１０１

TEL（０７６）２５５‐０７６２ FAX（０７６）２５５‐０７６１

小松
かがやき法律事務所

弁護士 川本 樹（泉丘５４期）

〒９２３‐０９１９小松市殿町２‐１８‐７
TEL（０７６１）２４－２３６１
FAX（０７６１）２４－６８６７

母 校 だ よ り
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通信制修学旅行、３７人で九州へ
泉丘通信制が隔年に実施している修学旅行

が平成２３年９月２５日から２泊３日の日程で九
州の福岡・長崎・熊本を訪ねて行われた。全
在校生が対象で３７人が参加した。
旅行期間中は好天に恵まれ、バスガイドさ
んの説明も楽しく、日常の学校生活では味わ
えない良い体験となった。夜のハウステンボ

スを歩いたり、長崎では平和公園＝写真＝や
原爆資料館で平和への思いを強くした。さら
に熊本では熊本城の天守閣を見学して高校時
代の思い出を心に刻んだ。

柏崎君（泉丘
通信）ボクシングで３位

泉丘高校通信制２年の柏崎
天秀君＝写真＝が、今年も高
校総体ボクシング競技ライト
フライ級で大活躍した。
兄の影響で小学２年からボ

クシングを始めた柏崎君は、６月の石川県大
会（金沢市）と北信越大会（福井県鯖江市）
で優勝、８月の全国高校総体（秋田県）では
３位となった。
昨年は県で優勝、北信越は準優勝、全国は
ベスト８。「次こそ頂点」と闘志を燃やし、
練習に余念がない。

平成２３年度一泉文庫寄贈・購入本
書 名 著 者 購入・寄贈者

海を渡ったサムライたち 加賀藩海外渡航者群像 徳田寿秋（泉丘１２期） 寄贈・徳田寿秋（泉丘１２期）

句集 月夜のこゑ 服部由貴（泉丘１３期） 寄贈・服部由貴子（泉丘１３期）

鉄学のすすめ 西田雄三（泉丘１４期） 寄贈・西田雄三（泉丘１４期）

「朱木」東京版６号 金沢一中５４期・朱木会東京支部 寄贈・金沢一中５４期

工業技術教育～二十一世紀に向けて～ 氷田正男（一中５４期）ほか
工業教育同人 寄贈・氷田正男（一中５４期）

はたた神 高橋協子歌集 高橋協子（泉丘８期） 寄贈・高橋協子（泉丘８期）

激動を生きた一教師の記録―子・孫への遺書― 清水隆久（元泉丘高校教諭） 寄贈・清水隆久
（元泉丘高校教諭）

徳田秋声短編小説の位相 西田谷 洋（泉丘３７期）ほか
徳田秋声研究会 寄贈・西田谷 洋（泉丘３７期）

アメリカで定年生活を楽しむ方法 田中欣二（泉丘１２期） 寄贈・田中欣二（泉丘１２期）

写真集「金沢泉丘高等学校旧校舎」 撮影・南 敏康（泉丘３０期） 寄贈・泉丘３０期

ブラジルの歴史 同編集部 寄贈・友寄千代子
（泉丘１２期・ブラジル在住）

ブラジルの観光ガイド 同編集部 寄贈・友寄千代子（泉丘１２期）

リオ・デ・ジャネイロのガイドブック 同編集部 寄贈・友寄千代子（泉丘１２期）

通 信 制 だ よ り

活躍する後輩たち

印刷・出版・マーケティング・eビジネス
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「一泉」第３９号（23）



東大１１人、京大に１８人合格（前期）

東大、京大など国公立大の前期入試合格者
が３月１０日までに発表され、母校・泉丘高校
から東大に１１人（現役８人）、京大に１８人（同
１５人）が合格した。難関２大学の合格者数を
他高校と比べると、金大附属（東大１６人、京
大５人）や富山県１位の高岡（東大９人、京
大８人）を大きく上回った。
その他の有名国公立大では阪大２１人、名大

１３人、神大１２人、北大７人、東北大５人、九
州大３人、一橋大２人が合格した。
また、金大には５３人が合格、うち医学部は

１１人だった。今年も昨年同様、医学部を目指
す生徒が多く、金沢医科大にも７人が合格し
たのをはじめ私大を含めた医学部合格者は２９
人（現役９人）で浪人生の健闘が目立った。
◆将棋の県大会で泉丘Ａが団体優勝
第４７回全国高校将棋選手権県大会が５月１

日、北國新聞会館で１５高校が参加して開かれ
団体戦は泉丘A（岡展生君、太田昇吾君、岡
田悠佑君）が優勝した。また、同３０日の第２４
回高校将棋竜王戦県大会（金大附属高）では
泉丘１年の坂口智暉君が初優勝した。坂口君
は８月２３日の全国大会で予選を突破したが、
決勝トーナメントの準々決勝で敗れた。

全国新聞コンで６年連続入賞
第６０回石川県高校新聞コンクール総合の部

審査会が１０月１２日、金沢市の北國新聞会館で
行われた。県内１７校の高校新聞の中から泉丘
と桜丘が最優秀賞に選ばれた。泉丘は１０年連
続の受賞となった。
また、「高校新聞の甲子園」と呼ばれる第

４１回全国高校コンクール（大東文化大主催、
朝日新聞など後援）の審査会が１月中旬に行
われ、泉丘の「いずみの原」が今回も奨励賞
に輝き、６年連続の入賞を果たした。
◆鉄道研究同好会に最優秀賞
石川県高文連郷土部秋季合同発表会が１１月

１０日、金沢市の県立歴史博物館で開かれ、「北
陸鉄道浅野川線の調査」について発表した泉
丘高校鉄道研究同好会が最優秀賞に選ばれた。

野球部が雪かき協定
金沢市の「学生等雪かきボランティア協
定」の締結式が１月１５日、泉丘高校で行われ、
同校野球部と泉野出町泉和会、同町四泉会が
協定を結んだ。高校生による協定は初めて。
野球部はこれまで学校周辺の草むしりやゴ
ミ拾いなどに取り組んでおり、雪かきでも地
域に貢献したいと付近の町会に呼びかけた。
野球部の北本正伸監督と泉和会の笠原寿郎
町会長、四泉会の沢口克秀会長が協定書に調
印し、握手を交わした＝写真・北國新聞社提
供＝。千田一紘副主将は「いつも練習を見守
っていただいている恩返しです」と話した。

〈編集後記〉

関東以北の太平洋側各県に未曾有の大被害
をもたらした３・１１東日本大震災から早１年
が過ぎた。災害復興は遅々として進まないが、
我々がこの１年に感じたことは、日本人の助
け合いの絆の深さである。
昨秋、母校で講演したお茶の水女子大の藤
原正彦名誉教授も、「弱者への涙や思いやり
が最近の日本ではなくなっている感がしてい
たが、大震災後の日本人の行動を見て杞憂で
あったと悟った」と述べた。
一泉同窓会の『被災地医療施設支援事業』
も多くの共感を呼び、石巻市民病院に眼科仮
診療室を完成させた。この事業はまだ継続中
であることを忘れないでほしい。 （N）

「一泉」編集室

正村健三（泉丘４期） 中山一郎（同１０期）

浅香以都子（同１０期） 小林弘子（同１２期）

題字・高川義一（一中５３期・泉丘２期）

（24） ２０１２．３．３１


